
第３回真室川町庁舎建設委員会次第 

 

日 時  平成３０年５月３０日 

午後６時３０分～ 

場 所  真室川町役場 ３階会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 委員長あいさつ 

 

４ 報 告 

 （１）新庁舎基本設計中間案の住民説明会の報告並びにパブリックコメント

について 

 

５ 議 事 

 （１）基本設計最終案について 

 （２）今後のスケジュール 

   ６／８       町議会への報告 

   ６／１１      区長文書による概要版の配布 

   ６／１１～６／２７ 各地区説明会（９回） 

 （３）その他 

 

６ 閉 会 



基本設計中間案に対するパブリックコメント等 

 

Ⅰ パブリックコメント 

 １ 末広町一地区の公民館を存続させること。地区住民の拠り所であり、廃止となれ 

  ば皆の心がバラバラになってしまいます。当地は、災害時の避難場所であるが、 

  今はただの広場でしかない。食事、給水の提供場所や休憩所として重要な役割を持 

  っているのが末広町一地区の公民館であり、末広町二区、栄町との共同使用も可能 

  と考える。 

 ２ 我が家の周りを取り囲むような駐車場案が出されております。これには強く反対 

  します。特に家屋の北側（現通路）には造らないでください。騒音と排気ガスで健 

  康が損なわれます。 

 ３ 役場駐車場の夜間閉鎖を要求します。 

   特に夜間の職員駐車場の騒音に困っております。ドアの開閉、アイドリング、時 

  に暴走。夜は昼と違い音が響きやすいのです。誰でもいつでも自由に使用できるの 

  でやりたい放題です。 

   「町民が利用しやすく親しみやすいまちづくり」を標榜しておられますが、地元 

  の人間が我慢を強いられるのは民主主義に反します。再考してください。 

 ４ 役場への進入は車だけでなく、歩行者に配慮を。（歩道を広く、ルートを複数に） 

 ５ 隣接する広場は花木（桜など）が植えられており、もう少し整備すれば役場周囲 

  の環境としても生かせるし、ベンチを置けば人々の安らぎの場所となる。 

 ６ 現在、議会傍聴席と議員席があまりに差がありすぎます。椅子は長時間着席に耐 

   えられるものにして下さい。また、傍聴席の配置は議員席を取り囲む形にして今より 

   議場がよく見渡せるようにお願いします。 

 

Ⅱ 町民説明会における意見 

 １ 庁舎南側町民広場の場所は高齢者用駐車場にした方が良い。 

 ２ 現庁舎より光熱水費が少なくなるように。 

 ３ 現状の周辺道路が狭い。有事に防災拠点機能を発揮するためには、広い方が良い。 

 ４ 地区の近隣に子供たちが自転車を乗ったり、遊んだりするスペースが無いので造 

  るべき。 

 ５ 夜明け前からの駐車場除排雪作業の音が迷惑である。 

 ６ 旧庁舎の空きスペース等を含めてビジョンを出していただきたい。 

 

Ⅲ 町議会からの意見書（別紙（裏面）） 

 

Ⅳ 各課からの意見 

 １ ３階議場をイベント等に開放する場合、女子トイレのブースが少ない。 

 





 

 

 

 

 

 

 

真 室 川 町 新 庁 舎 基 本 設 計 書 (案) 

                           （抜   粋） 

                      羽田設計事務所 

                             平成３０年５月 
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１．基本理念・基本方針 

１－１ 基本理念 

「町民が利用しやすく親しみやすい、まちづくりと防災の拠点」 

１－２ 設計の基本的考え方 

① 利用しやすく親しみやすい庁舎                   

 庁舎玄関アプローチを長屋門型の大屋根で覆い、風雨、降雪から来庁者を守る庇とし、町民をやさしく受け入

れ、安心して利用できる環境を整えます。 

 庁舎内に入ると、町民ロビーから窓口部門が一望でき、階段・エレベータ・トイレなどの位置が一目でわかり、

諸室を回廊式動線で結び、初めて来庁される方にもわかりやすい配置とします。入口正面に総合受付カウンター

を設け、利用者を迷わせない・歩かせない・待たせない環境にします。 

 町民ロビー、執務スペース等の内装には、県内産木製品を使い、町民が親しみやすく、「林業の町」真室川町

らしい表情の庁舎とします。 

② まちづくりと交流の拠点性を高める庁舎                                 

 新庁舎には町民研修室や議場等の開放エリアを設け、町民や各種団体によるセミナーやコンサートといったイ

ベントが開催できるよう検討を進めます。 

 また、隣接する情報センター・健康管理センターと結び、町民の利便性を高め、有効活用できるよう検討を進

めます。 

 イベントなどさまざまな活動が行える「町民ひろば」を設け、複合施設としての相乗効果と、中央公民館、ヘ

ルスケアセンター、真室川駅、商店街との連携により、くつろぎと町民の交流の場として、まちづくりの拠点性

を一層高める計画とします。 

③ 安全・安心を支える防災拠点となる庁舎                   

 新庁舎は、高い耐震性とフレキシブルな執務空間を両立できる鉄骨造制震構造とし、大災害時に庁舎機能を維

持するためのバックアップシステムが作動して必要最小限の電力、通信、エネルギー、水、トイレなどが確保さ

れる環境を整えます。 

 ２階に防災機能を集中させ、災害対策コントロール機能を発揮する拠点とします。災害時には、関係者が迅速

に集結・連携・展開がしやすい機動的な庁舎構成とします。 

④ 環境に配慮した効率的な庁舎                                        

 新庁舎は、除雪作業がしやすい凹凸のない長方形の建物で、無落雪の陸屋根とし、ボイラー余熱を利用する庁

舎周囲及びバス停等からの歩行用通路部分の凍結防止対策と大屋根の雪庇防止対策により、冬期間の安全性を確

保します。 

 熱源には、地産地消が可能な再生可能エネルギーの活用と安定した効率的な稼働を図るため、木質チップボイ

ラーと油焚きボイラーを併用します。 

 庁舎屋根、外壁及び窓などの開口部の断熱を高度化し、建物内のエネルギーロスを最小化し、また、縦ルーバ

ーによる日射制御や夜間・早朝の冷気の取り込みにより、冷暖房負荷の軽減を図ります。  

 庁舎内照明は、LED照明を主体とし、人感センサーにより不必要な照明連続点灯を避け、消費電力を抑えます。 
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 公用車庫 

施設用途 車庫 

構造階数 鉄筋コンクリート＋鉄骨造 地上 1階 

建築面積/延庆面積  

      公用車庫１  １１６．２４㎡ 

      公用車庫２  １１６．２４㎡ 

     公用車庫３  １６１．７４㎡      

 既存建物： 

真室川町情報センター 

構造階数 鉄骨造平屋 

建築面積         ２３９．９０㎡ 

延庆面積         ２２９．６０㎡ 

真室川町健康管理センター 

構造階数 鉄筋コンクリート 地上２階 

建築面積         ５３３．２４㎡ 

延庆面積         ７７５．２６㎡ 

案内図 

 

２．仕様概要 

２－１ 計画概要 

□ 敷地条件 

地名・地番 山形県最上郡真室川町大字新町 124-4 他 

敷地面積 １２,８９０.００㎡（測量図より） 

（第一種住居地域：１１,９９４．１６㎡、近隣商業地域：８９５．８４㎡） 

前面道路 北側：町道役場前線   幅員６．５ｍ（町道台帳図面より） 

  東側：町道栄町新町線  幅員８．０ｍ（町道台帳図面より） 

  南側：町道末広町線   幅員３．５ｍ（町道台帳図面より） 

地域地区 都市計画区域 第一種住居地域（一部近隣商業地域） 

  建ぺい率  ６０％（８０％） ＝６１．５２％ 

  容 積 率  ２００％ 

  防火地域  指定無し 

  地区計画  指定無し 

  日影規制  建物高さ１０ｍ超、測定面４ｍ、日影時間５ｈ・３ｈ 

  そ の 他  法２２条区域（山形県告示第 328 号） 

都市施設 上 水 道  北側町道の給水本管から引込 

  下 水 道  南側町道の下水道公共桝に接続 

電  気  東北電力柱より引込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 計画棟概要 

 新庁舎 

施設用途 庁舎等 

構造階数 鉄骨造（制振ダンバー構造） 

 地上３階一部塔屋 

建築面積    １，３７１.８２㎡ 

延庆面積           ２，９１１.５９㎡ 

 屋根付歩廊 

構造階数 鉄骨造平屋 

建築面積/延庆面積      １６．３６㎡         

 エネルギー棟 

施設用途 機械室、チップサイロ 

構造階数 鉄筋コンクリート＋鉄骨造 

      地上 1階地下 1階 

建築面積       ７４.０８㎡ 

庆面積               １６４.１５㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 外構概要 

 土地利用計画 

植栽：３，７３９．２６㎡、テラス：５４０．２４㎡、歩道：２３６．３９㎡、 

アスファルト舗装：５，７５７．３９㎡（車道４，４０２．６３㎡、駐車場１，４９２．５㎡） 

 駐車・駐輪台数 

駐車場  計１２１台 （思いやり駐車場３台、高齢者優先駐車場１０台、一般駐車場１０８台） 

  公用車庫 計１８台 （公用車庫１：５台、公用車庫２：６台、公用車庫３：７台） 

  駐輪場  計１０台       

既存棟
計画地全
体

新庁舎 屋根付歩廊 エネルギー棟 公用車庫1 公用車庫2 公用車庫3 計
情報セン
ター

健康管理
センター

合計

建築面積 1371.82 16.36 74.08 116.24 116.24 161.74 1856.48 239.9 533.24 2629.62 20.40%<61.52%

延床面積

ＰＨ 49.64

3Ｆ 1048.5

2Ｆ 883.92

1Ｆ 903.17 16.36 90.07 116.24 116.24 161.74 229.6 775.26

Ｂ1Ｆ 74.08

棟別床面
積

2885.23 16.36 164.15 116.24 116.24 161.74 3459.96 229.6 775.26 4464.82 34.64%<200%

新庁舎および関連新築棟

面積表（ｍ2）

https://map.yahoo.co.jp/
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２－２ 計画地概要 

１） 周辺環境 

・ 敷地は、真室川町の中心市街地に近接して位置し、真室川町中央公民館、歴史民俗資料館、イベントハウス遊

楽館など、町の主要な施設に近接する公共公益施設ゾーンに位置しています。 

・ 計画地は真室川駅からも程近く、公共交通の利便性や主要幹線道路への接続性の良い場所にあります。 

・ 近隣には新庄警察署真室川駐在所、最上広域市町村圏事務組合消防本部北支署といった官公署が位置し、各集

落からのアクセスも良好な環境にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）敷地概要 

・ 計画予定地は現真室川町役場庁舎の職員駐車場で、消防本部北支署が隣接しています。 

・ 敷地の北側町道、東側に町道栄町・新町線、南側町道と、三方に公共道路が整備されています。主要地方道

真室川鮭川線へのアクセスもよい場所に位置しています。 

・ 現在、敷地内には情報センターや健康管理センター、水道管理棟、公用車車庫や宿舎、末広町消防ポンプ庫

などが建っており、新庁舎建設に伴い、水道管理棟、公用車車庫と宿舎は解体し、情報センターと社会福祉

協議会の入る健康管理センターが残ります。 

・ 敷地面積は 12,890 ㎡（測量図より）で、用途地域は第一種住居地域（一部商業地域）に指定されており、防

火指定はありません。 
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３．空間構成・動線計画 

３－１ 敷地ゾーニング・配置の考え方 

まちづくりの拠点として連携・複合効果を高める計画 

情報・健康管理センターを新庁舎と屋根つき歩廊でつなぎ、降雨降雪時の相互往来の利便性

を高め、複合施設としての相乗効果とまちづくりの拠点性を一層高める計画とします。 

敷地内動線の結節点に配置するわかりやすい庁舎 

計画地への一般車両の主要入口は、北側町道役場前線からの北入口、東側町道栄町新町線か

らの東入口の 2ヶ所を想定し、歩行者と車のアクセス動線と、町内循環バス利用者の利便性に

配慮する計画です。 

新たに「遊楽館」と近接するアプローチとして南側入口を整備し、現存する西側階段ともに

町の中心に立地する特性に基づき、全方位からのアプローチのしやすさに配慮します。 

出会い、交流の町民ひろば 

庁舎南側外部の桜周辺に町民ひろばを設置し、日頃は緑陰のあるくつろぎと交流の場としま

す。また、物産市などの催しや地域の交流事業等さまざまな活動に開放し、人と人の出会い、

交流の場所とします。 

 

３－２ 歩車分離に配慮した外部動線計画 

安全性の確保、歩行者動線 

 自動車と歩行者との動線をできる限り交錯しないよう可能な限り歩行者と車両を分離し、安全

に歩行ができる計画とします。 

車両動線 

 来庁者車両は東・南・北の 3方向の町道からの敷地出入口を設けます。 

バリアフリー化 

 大屋根の下を構内通路とし、身体の不自由な方などが、雨や雪に濡れずに車やバスからの乗り

降りができるよう配慮します。 

 

３－３ 駐車場・駐輪場計画 

駐車場 

 ①身体の不自由な方や高齢者、②一般来庁者（議員含む）、③職員の優先順位を設定し、大屋根の下となる正面

玄関横に思いやり駐車場を、正面玄関及び南側入口に近い庁舎南面に高齢者優先駐車場を配置します。 

駐車台数 

 思いやり駐車場 3台、高齢者優先駐車場 10 台、一般来庁者用 45 台（議員含む）、職員駐車場 63 台を配置します。 

 公用車庫 3棟 18台分を計画します。 

駐輪場 

 正面玄関に近接した大屋根の近くに駐輪スペース１0台を計画します。 

 

 

  

敷地ゾーニングと駐車場計画 
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３－４ 施設計画概要 

・ 地上３階と塔屋の計画で陸屋根とします。 

・ １階入口部に町民ホールを設け、正面に総合受付を置き、来庁者の多くが利用する町民課、交流課と建設課 

  を町民ロビーに面して配置します。その他に会計室や小会議室、職員更衣室を配置します。 

・ ２階には、町民ロビーに面して農林課、教育課、総務課を配置し、特別職の執務室、災害対策本部となる 

  庁議室のほか、ミーティングエリアや打合室を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ３階は議会関連ゾーンと町民研修室、ミーティングルーム、倉庫や保存書庫などを配置します。 

・ 搭屋階は屋上への昇降階段と、室外機置場を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
南北断面図 

３階平面図 

東西断面図 

１階平面図 

２階平面図 
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３－５ 外観計画 

 

１）外観計画の基本的な考え方 

  真室川町の気候風土にあった景観計画 

・ 冬季の積雪や北西からの季節風の影響に考慮し、主要な外装材をＦＧＬ鋼板断熱

複合パネル等高耐久性素材とし、美観性とメンテナンスフリーを実現します。 

 

２）外観デザインのコンセプト 

 町民をやさしく招き入れる、長屋門型の建築形式 

・ 訪れる町民をやさしく受け入れる入り口の視認性が高い長屋門型の建築形式を 

 採用します。 

町役場を町民に身近なものにする、透明性の高いオープンな環境 

・ 町民ロビー周りはガラススクリーンとし、まちに開くオープンな庁舎で、親しみ 

 やすさを創出する計画です。 

林業の町にふさわしい景観デザイン 

・ 南側外部に再生木による連子格子を用い、深い軒出と大屋根により風雪から守り 

 明るく親しみやすい外観デザインとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南側立面図 東側立面図 

外観イメージ 
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 ３-６ 内部動線計画 

 

１．内部動線の考え方 

  １）わかりやすい動線計画 

 来庁者が正面玄関を入ると、窓口部門が一望でき、階段、エレベーターを各階ホール近くに配置し、位置を

把握しやすくし、利用頻度の高い窓口部門を１階町民ロビーに面して配置します。 

  ２）明快でわかりやすい回廊型プラン 

会議室や打合室、特別職室などの諸室が回廊型の行き止まりのない動線で結ばれる、初めての来町された方

にも明快でわかりやすいシンプルな計画とします。 

２．利用者と職員動線の考え方 

 １）利用者動線 

利用者には、東側の町民ホール正面玄関と南側の町民ロビー南側入口の２方向からの進入動線を確保し、町

民ホールに設置する階段、エレベーターを利用して上階への移動していただく計画とします。 

 ２）職員動線 

 職員動線を利用者動線と分離し、公用車庫等への移動、物品等の搬出入を容易にするため、職員玄関は西側

に配置して、職員は登庁後、1階の更衣室で更衣し、各執務スペースに移動する計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．町民ゾーン 

 １）町民ホール、バス待合 

1 階正面玄関入ったエリアを町民ホールとし、来庁者が気軽に集い、語り合える場所とし、飲食、休憩もでき

る開放的な場とし、町政やイベント、町特産品などの情報を提供するギャラリーとしての機能も備えます。 

また、ガラス越しにバスの到着状況が確認できるバス待合スペースを設け、休日も利用できるようにします。 

 ２）町民ロビー、キッズコーナー 

執務室南側を町民ロビーとし、多くの来庁者があった場合でも、混雑することが無く、また、プライバシー

に配慮した十分なスペースを確保します。 

また、お子様連れの来庁者が手続き等を終えるまで、お子様が安全に遊べるキッズコーナーを設けます。  

２．窓口ゾーン 

 １）総合受付窓口 

1 階正面玄関近くの見通しの良い場所に総合受付カウンターを設置し、案内人を配置し、来庁者を迷わせず、

適確に利用目的の窓口に誘導します。また、身体が不自由な方や高齢者には担当窓口まで出向かずとも手続き

ができるワンストップサービスを提供します。 

 ２）窓口スペース 

来庁者が利用する窓口スペースは庁舎南東部の窓面に面し、明るい外光の入るスペースに配置します。 

 適所に色分けと大きい文字表記などでわかりやすい案内表示を設置します。 

 窓口カウンターは、高齢者や車いす利用者にも利用しやすいローカウンターとし、隣接者の視線が適度に遮

断されるようパネルを設置します。 

３．執務ゾーン 

 １）オープンフロア化 

社会情勢等の変化に合わせた機構改革などに対応するため、固定間仕切壁のある諸室は外周部に配置し、執

務スペースは間仕切りの無いオープンフロアとし、窓口スペースと可動式カウンターで区画します。 

 ２）セキュリティーの確保 

執務スペースは窓口カウンターにより町民ロビーと明確に区画し、書類保管用キャビネットコナーを執務ス

ペース後方に集約し、個人情報や行政情報の漏えいを防ぎます。 

また、執務スペース外で来庁者との相談や打合せが行えるよう小会議室、打合せ室を配置します。 

４．会議・研修ゾーン 

各階各所に用途や機能に応じた適切な大きさの諸室を配置し、また、可動間仕切りにより可変的な使用に対

応し、過剰なスペースとならないように配置します。 

５．議会ゾーン 

議会関連諸室は、行政とは独立した機能を保つため３階に集約し配置します。 

町民に議会・行政を身近に感じてもらえるよう階段・エレベーターの近くに傍聴席を配置します。 

６．町民開放エリア 

行政・議会執行に支障の無い、休日・夜間、議会開催日以外の平日昼間に、町民ホールや町民研修室、議場 

を、町民の諸活動に開放します。 建物内部の動線 
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４．コスト・環境負荷低減計画 

 

   

  建物の企画・建設から運用、廃棄までのライフサイクル全般のコストの低減化を考慮し、計画します。 

 

（１）維持管理・更新性に配慮したコンパクトな建築計画 

 庁舎をコンパクトシンプルな矩形形態とし、ガラス面の大きい南・東面にはメンテナンスバルコニーを設け、 

清掃・点検など将来の維持・管理コストを含むライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の最小化を見据えた計画としま

す。 

（２）耐久性への配慮 

 外装には、耐候性の高い素材フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板やアルミ・ステンレス製金物を使用し、コンク

リートや、鋼材の露出部分には耐久性を高める仕上げを施します。 

 屋根は信頼性の高いアスファルト防水の上に抑えコンクリートを施し、風雨に対する耐久性を高める、除雪時

の損傷を避け、また、屋根勾配を適切に取り雨水の滞留のない計画とします。 

（３）空間の自由度・柔軟性 

躯体構造を鉄骨造とし、比較的大スパンの架構構成することにより、将来の社会情勢の変化や機構改革などへ

の柔軟性を確保し、執務室や会議室等はＯＡフロアや２重庆、内壁を乾式間仕切とし、将来のレイアウト変更や

用途変更に対応できる計画とします。 

（４）維持管理・更新のしやすさ 

エネルギー棟に機器を集約し、一元的に管理し、庁舎棟のパイプシャフトは、維持管理・更新を考慮して配置

します。エネルギー棟からの熱源や電気の供給は横断トレンチに集約し、庁舎内の主要配管は、二重庆下や天井

裏、ピットなどを利用し、管理・更新を容易に行える計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 省エネ手法とバイオマス利用手法などのライフサイクルコスト評価を行い、最適な手法を導入します。 

 

（１）外皮を北海道並みに高断熱化 

 外壁、屋根に高断熱資材と開口部に Lｏｗ－Ｅガラスサッシを使用し、高断熱化を図り、大屋根と縦ルーバー

で、夏季の日射を遮り、エネルギーロスを最小化、省エネルギーと設備コストの低減をはかる計画とします。 

（２）自然換気・昼光利用とナイトパージの利用 

 深い庅と木格子ルーバーを設け、雨天時でも窓を開放した自然換気により、冷房が不要な中間期を拡大、夜間・

早朝の冷気を導入するナイトパージにより、消費エネルギーの低減を図ります。 

（３）高効率空調方式の採用 

 木質バイオマスボイラーで高効率化、居住域空調方式を採用し、省エネと快適化を図ります。さらに、会議室

等小部屋は個別分散空調方式で無駄な運転をなくします。 

（４）潜熱・顕熱の分離空調で省エネルギーと湿度調整 

 外調機により適切に除湿を制御し、冷却処理用空調機（顕熱処理）で快適性と省エネルギーの両立を図ります。 

（５）高効率照明・人感センサーで制御 

 ＬＥＤ照明で照明電力の削減を行い、廊下・トイレ等は人感センサーによる照明制御で電力消費を抑えます。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎の省エネルギー化の考え方 

 

断面詳細イメージ図 
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Ⅱ．構造設計方針 

  1-1. 基本方針 

 （１）建物の基本的な安全性・耐久性を満足しつつ、施工性・経済性・美観性を踏まえた構造設計を行います。 

 （２）耐震性については、大規模地震の発生に対しても人命の安全確保や十分な機能確保が図られるよう、建設コストに配

慮しつつ、庁舎の被害を抑える耐震対策を講じます。 

（３）採用します構造形式の選定にあたっては庁舎が保持すべき耐震性能等を比較検討し、「官庁施設の総合耐震計画基準」

の指針に沿った適切な構造計画とします。 

 

1-2. 上部構造 

１）架構計画 

（１）長手 50m、短手約 24m の長方形平面のラーメン構造を基本として計画します。 

（２）１，２階の執務空間、３階の議場を無柱空間としますため東西方向の中央スパンは 11m とし、それ以外は 6～7m の経済

的なスパン設定とします。 

（３）標準的な柱は角形断面とし、屋外に露出します柱、及び室内に現しとなる柱は円形断面とします。 

（４）３階北側にオーバーハングした議場とその東西の大屋根は屋外に柱を配置して支持します。 

（５）制振架構は室内空間の妨げとならないように建物外周に配置します計画とします。 

（６）屋根架構は積雪荷重を考慮しますとともに、除雪等の措置に支障のない架構形状とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）耐震設計 

（１）構造種別・形式は空間の自由度やコスト、工期とのバランスもよく、耐震構造を上回る高い耐震性能を確保できる鉄骨造

の制振構造を採用します。 

（２）鉄骨造の柱梁架構は整形な平面に対応した経済的なスパン設定によるラーメン構造とします。これにより、基本的な耐震

性能を確保したうえで、さらに制振ダンパーを付加しますことで、大地震時の主体構造の損傷や揺れの低減を図ります。 

（３）制振ダンパーは地震時に最も水平変形の大きい屋根に直接接続しますため、3層分の RC壁の頂部と屋根梁間に配置し、

地盤と建物の変位差を最大限に利用した効率的な制振構造とします。 

（４）ダンパーと RC 壁は主として建物外周に配置し、議場のある北側も変形が大きくなるため議場下部にも制振ダンパーを配

置します。RC壁下部にはダンパー反力による引き抜き力に対し、鉛直地盤アンカーを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制振ダンパー 

ダンパー下部 RC 壁 

(鉄骨によるフレームも検討) 

全体架構 

制振架構の構成 

直接基礎 

(下部地盤改良) 
円形鋼管柱 

(現しとなる範囲) 

制振ダンパー 

制振ダンパー 

ダンパー下部 RC 壁 

(鉄骨によるフレームも検討) 

下部構造と制振ダンパー 

上部構造 

(ラーメン架構) 

鉄骨造ラーメン構造 

鉄骨造ラーメン構造 

鉛直地盤アンカー 
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２．制振架構の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震構造(純ラーメン構造)と制振構造 2種(全階配置、トップダンピング方式)の架構を比較します。 

制振構造では純ラーメン構造と比較して柱梁断面を小さくでき、トップダンピング方式では全層にダンパーを配置するよりも、少ないダンパー量で同様の制振性能を得ることができ経済的です。 

耐震構造

　[ 特徴 ]

・柱断面 ・柱梁断面を大きくしたラーメンフレームにより耐震性を確保する

　□-500x500 　[ メリット ]

・梁断面 ・制振構造・免震構造と比較してコストが低い

　H-800x300～H-700x200 　[ デメリット ]

・柱梁の断面が大きくなり、鉄骨量が比較的多くなる

・制振構造・免震構造と比較して耐震性が低く

　大地震後に主構造に損傷が残る可能性が大きい

制振構造

(制振ダンパー全階配置) 　[ 特徴 ]

・各層に制振ダンパーを配置して地震による揺れを低減する

・柱断面 　[ メリット ]

　□-400x400 ・主構造の柱梁断面を小さくでき、鉄骨量が比較的少なくなる

・梁断面 ・耐震性が高く、大地震後に主構造に損傷が残る可能性が低い

　H-600x300～H-600x200 　[ デメリット ]

・ダンパー ・耐震構造と比較してコストが高い

　全層に制振ダンパーを配置 ・各層にダンパーが必要でありダンパー数に応じてコストがかかる

制振構造

(制振ダンパーR階直接接続) 　[ 特徴 ]

・最上階に集中的に制振ダンパーを取り付け地震による揺れを低減する

・柱断面 　[ メリット ]

　□-400x400 ・主構造の柱梁断面を小さくでき鉄骨量が比較的少なくなる

・梁断面 ・耐震性が高く、大地震後に主構造に損傷が残る可能性が低い

　H-600x300～H-600x200 ・少ない制振ダンパーで効率的な制振効果を得ることができ

・ダンパー 　コスト的にも有利

　RCによる制振壁を立ち上げR階に直接 　[ デメリット ]

　制振ダンパーを接続 ・耐震構造と比較してコストが高い

架構の特徴

純ラーメン構造

2F梁:H800

柱:□-500×500
3F梁:H750

RF梁:H700

2F梁:H600

3F梁:H600

RF梁:H600

柱:□-400×400

一般的な制振構造

各層に制振ダンパーを配置

2F梁:H600

3F梁:H600

RF梁:H600

柱:□-400×400

トップダンピング制振構造

制振ダンパーを
取り付けるためのRC壁

RC壁の頂部に制振ダンパーを配置



PROJECT NAME. 

真室川町新庁舎 基本設計書      

11 
 

Ⅲ. 電気設備設計概要 

  

 １．基本方針 

（１）町民の利用を促進する設備計画 

   開かれた庁舎として、町民が使いやすく職員が運用し易い設備計画とする。 

（２）消費エネルギーの抑制と環境への配慮 

   照明は高効率な LED器具の採用を基本に、センサー制御による積極的なエネルギー低減を図る。 

   共用部の照明は中央制御・ｽｹｼﾞｭｰﾙ制御により、無駄な点灯や消し忘れを防止する。 

   安全性、リサイクル性に優れたエコケーブルを採用し、環境への配慮をする。 

（３）地域特性に留意した設備計画 

   寒冷地の特性を理解し、機器配置、機器仕様、設置方法を設定する。 

（４）保守性・経済性を重視した設備計画 

   電気室や EPS などは、将来的に容易に機器更新できる様、増設スペースを確保する。 

   ライフサイクルコストの観点で、長寿命を考慮した機器選定を行う。 

 

２. 受変電設備 

３階電気室内にキュービクルを設置し、東北電力より高圧回線を架空引込にて受電します。 

   

３. 非常用発電設備 

停電時に防災負荷、保安負荷、災害対応負荷の電源を確保する為に、屋外に非常用発電機を設置します。 

将来的に、隣接する情報センターと健康管理センターの保安負荷も含めた容量設定とします。 

・型   式：屋内パッケージ式、ディーゼルエンジン、超低騒音型（75dB） 

     ・容   量：１５０ｋＶＡ 

     ・運転時間：７２時間 

 

４. 幹線設備 

   ３階電気室内キュービクルより各動力制御盤、電灯分電盤までの給電を行います。メインルートはケーブルラック 

  を布設し、将来のケーブル増設や更新に備えます。 

 

５. 動力設備 

 空調・衛生機器等への電源供給・動力制御用として動力制御盤を設置し、動力負荷の監視・制御・計測は、機械

設備の中央監視システムで行います。 

 

６. 電灯・コンセント設備 

 照明器具は、省エネ、ランプ交換を含めた保守性を考慮し、全て LED 器具にて計画します。 

 大きな執務室は、明るさセンサー制御、リモコン制御とし、点滅エリアを小分割し、積極的な消灯を促します。 

 滞在時間の短いトイレや階段室は、人感センサーにより自動点滅制御を行います。 

  

  

７. 構内交換設備 

MDF 以降、各階端子盤から各所の電話モジュラー迄の配管配線の敷設、電話モジュラーを設置します。 

 

８. 構内情報通信網設備 

各階端子盤から各 LAN端子迄の配管配線、及び LAN端子を設置し、情報機器設置スペースを確保します。 

 

９. 映像・音響設備 

議場に音響映像設備を設置します。 

会議室には、マイク・スピーカー利用が可能な音響設備を設置します。 

 

１０. 拡声設備 

建物全体、及び周辺外構用として、非常用放送ＡＭＰを設置し、必要室と屋外にスピーカーを設置します。 

 

１１. 誘導支援設備 

インターホン設備：休日や夜間の連絡・呼出の為に、カメラ付子機とモニター付親機を設置します。 

トイレ呼出設備：多目的トイレの緊急時の呼出を建物管理室に表示します。 

 

１２. テレビ共同受信設備 

屋上に地デジアンテナ、BS・CS110°アンテナを設置し、必要室にテレビ端子を設置します。 

 

１３. 監視カメラ設備 

建物管理室に録画可能な主装置を設置し、各所に監視カメラを設置します。 

 

１４. 火災報知設備 

火災の早期発見、場所の確定、消防活動の支援のため、消防法に準拠した自動火災報知設備を設置します。 

 

１５. 構内配電線路設備  

電力会社からの架空引込、以降の地中配管を計画します。 

新庁舎から既設別棟（情報センター・健康管理センター）の各電灯分電盤等へ新規に配線を布設します。 

 

１６. 構内通信線路設備 

通信事業者からの架空引込用構内柱を建柱し、地中配管を布設します。 

また、既設別棟への通信配管・配線を布設します。 

 

１７. その他設備 

防犯設備等別途工事に必要な空配管を設置します。 
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Ⅳ．機械設備設計概要 

 

１．基本方針 

（１） 高い防災・BCP機能 

 電力インフラの停止を想定して非常用発電機を設置し、防災拠点として最低限の空調・衛生設備を維持します。 

公共上下水道の停止を想定し、防災拠点として必要な水の確保や排水の貯留を計画します。 

（２） 簡素で機能的なシステム 

 各室に要求される空調性能を理解し、無駄なく効率のよい空調設備を計画します。 

設備機器は汎用品を採用し、シンプルなシステム構成とすることで運用の容易化を図ります。 

日常の維持管理が容易な機器仕様、設備ルート、機器配置を計画します。 

（３） 省エネルギーへの取り組み 

 簡易で一般的な省エネルギー機器を積極的に採用し、空調負荷の低減を図ります。 

節水型の衛生器具を積極的に採用する事で節水を図ります。 

（４） 地域特性への配慮 

   寒冷地の特性を理解し、凍結による破損事故がないように十分配慮した計画します。 

  

２．空気調和設備概要 

（１） 熱源設備 

  冷房用の冷水製造は高効率で制御性のよい空冷ヒートポンプチラーで行います。 

 暖房用の温水製造は再生可能エネルギーの積極的な利用と地域の取り組みに配慮して、チップボイラーを導入

し、油焚ボイラーと併用し、効率的・効果的な運用を図ります。 

（２） 空調設備 

各室の特性、用途を踏まえ、大空間となる 1～2階の執務室と 3階の議場は空調機方式、小部屋が多い一般室

は発停や温度調節が容易な空調方式とします。 

24 時間空調が必要な電子情報室・防災無線室や停電時にも空調が必要な室は、空冷パッケージエアコン方式

とし、停電時も空調対応可能なシステムとします。また、休日開放エリアの空調必要室も空冷パッケージエアコンと

し、セントラル熱源を動かすことなく部分的に空調が可能な方式とします。  

（３） 換気設備 

    屋外からの外気の供給は基本的に外気処理空調機で行います。 

  外気負荷を削減して省エネルギーを図るため、全熱交換器組込とし、部分的に静止型全熱交換器を

設置します。 

   トイレ、給湯室等はファンにより熱・臭気の排気を行います。 

（４） 排煙設備 

 自然排煙のため、排煙設備は不要です。 

 

（５） 自動制御設備 

熱源機器廻り、空調機器廻りの自動制御を行い、空冷パッケージエアコンや全熱交換器は個別にリモコンを設

置します。熱源設備・空調設備の運転管理のため、簡易な集中監視盤を設置する計画とします。 

 

 

 

３．給排水衛生設備 

（１） 衛生器具設備 

  水資源の有効利用のため節水器具・擬音装置を採用し、日常の維持管理や利用者の利便性を考慮し、建物 

用途に合致した衛生器具の選定を行います。 

 

（２） 給水設備 

  災害時の貯水を考慮した給水方式とします。 

  給水本管から上水を引込み、受水槽と雑用水槽に貯水して加圧ポンプで各所に供給し、停電時にも水槽内の

水を供給できるように加圧ポンプは非常用電源系統とします。 

 

（３） 排水設備 

   トイレ・手洗い等の汚水・雑排水を一つの排水系統に統合する屋内合流式の排水方式とします。 

 各所からの排水を屋外で合流させ、下水本管に放流し、下水本管への放流ができない場合に備え、排水貯留槽 

 を設けます。 

 

（４） 給湯設備 

     給湯が必要な箇所にそれぞれ電気温水器を設置する局所給湯方式とします。 

 

（５） 消火設備 

     本建物は、消防法施行令別表第１の１５項に該当する。 

    消火設備として屋内消火栓を設置します。補助高架水槽は設置せず、補助加圧ポンプを設置して配管内を充水 

    します。 

 

 

 

 


